
概

その他
今後の方向性 □

施

 縮小　□ 改善 ん延

策

状況等を考慮する中で

名

、出来るだけ多くの出

地

前講座をエコリーダー

球

やストップ温暖化推進

・

員と協働で実施し
（改

自

善措置等）□ 休止　

然

□ 終了 ていく。
計画

・

対象 □ 実施計画査定

生

対象  □ 行政改革

活

対象 
□ 廃止　　　

環

　 

※決算額について

境

は、端数処理により、

基

他資料の決算額と差異

本

が生じている場合もあ

目

ります。

標 安全・安心に暮らせ

No

る

. 事務事業名 活動内容

ま

コスト（事業費：千円

ち

）

エコセンター管理運

要

営事業 令和　２年度 令

施

和　３年度 令和　３年

策

度 令和　４年度 令和　

の

２年度 令和　３年度 令

目

和　３年度 令和　４年

的

度
活動指標名 単位

実績

か

計画 実績 計画 決算 当初

け

予算 決算 当初予算
全体

が

事業概要
①

エコセンタ

え

ー利用者数 人 2,60

の

0 3,614 2,60

な

0
環境学習の拠点とし

い

て整備した登録有形文

地

化財である 以上
エコセ

球

ンター(旧三島測候所

環

庁舎)を一般公開する

境

とと 0 1,628 1,

を

600 1,902
もに

守

、環境ボランティアの

り

団体活動の場や環境情

、

報の
②発信、環境教育

豊

（学習）の拠点、また

か

地域コミュニテ
ィーの

な

拠点として活用する。

自

令和　５年度の優先度

然

　
③2 　□ Ａ　　　

環

 □ Ｂ　　　 □ 

境

Ｃ　　　 □ Ｄ　

計

、

画どおり、環境ボラン

快

ティアの団体活動の場

適

や環境情報の発信、環

な

境教育（学習）の拠点

生

、地域コミュニティ
■

活

 計画どおり   
令

環

和　３年度 ーの拠点と

境

して活用することがで

を

きた。
□ 遅延   

次

      
の評価

□

世

 進展なし     

代

■ 維持　□ 拡大 今

に

後も環境ボランティア

引

の団体活動や環境情報

き

の発信、環境教育（学

継

習）の拠点、地域コミ

ぐ

ュニティーの拠点と
事

こ

業区分 □ 自治事務 

と

  □ 法定受託  

。

 □ その他
今後の方

施

向性 □ 縮小　□ 改

策

善 して活用していく。

の

（改善措置等）□ 休

方

止　□ 終了 しかし、

向

耐震性能等の評価結果

環

によっては活用方法を

境

検討する必要がある。

保

計画対象 □ 実施計画

全

査定対象  □ 行政

新

改革対象 
□ 廃止　

型

　　　 

コロナウイルス感染拡大の影響等により、計画どおり出前講座を開催することができず、地域に根付いた十分な環境保全活動を推進できなかった。
□ 計画どおり   

令和　３年度
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 新型コロナウイルスのまん延状況等を考慮する中で、環境学習の拠点となるエコセターの活用やエコリーダー等の活動を支援しながら、出来るだけ多くの出前講座を開

今後の方向性 □ 拡大　　　　 催し、環境保全活動の推進を図る。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

1 頁

No. 事務事業名

令

活動内容 コスト（事業

和

費：千円）

地域環境づ

 

くり推進事業 令和　２

3

年度 令和　３年度 令和

年

　３年度 令和　４年度

度

令和　２年度 令和　３

　

年度 令和　３年度 令和

　

　４年度
活動指標名 単

事

位
実績 計画 実績 計画 決

務

算 当初予算 決算 当初予

事

算
全体事業概要

①
環境

業

出前講座の開催件数 件

評

18 11 18
エコリー

価

ダーとの協働により、

表

地域ごと特色ある環境

（

づくりを行うほか、家

個

庭からの二酸化炭素排

票

出量の抑 0 1,045

）

877 1,096
制の

課

ため、ストップ温暖化

名

推進員と協力して出前

環

講座
②や緑のカーテン

境

コンテストなどの活動

市

を実施するもの
。 令和

民

　５年度の優先度
　

③

部

1 　□ Ａ　　　 □

環

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

境

　　 □ Ｄ　

新型コ

政

ロナウイルス感染拡大

策

に伴う中止等により、

課

計画どおり出前講座を

作

実施することができな

成

かった。
□ 計画どお

日

り   
令和　３年度

令

■ 遅延      

和

   
の評価

□ 進展

　

なし     

■ 維

４

持　□ 拡大 地域ごと

年

特色ある環境づくりを

　

行うほか、家庭からの

８

二酸化炭素排出量の抑

月

制のため、新型コロナ

　

ウイルスのま
事業区分

５

□ 自治事務   □

日

 法定受託   □ 


